
実　　施　　時　　期 6月19日

取　　組　　内　　容

【様式１】        ⾷育⽉間の取組
             （6⽉の実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

鹿児島県

取 組 市 町 村 名 鹿児島市

取 組 の 名 称 保健体育の授業と連携した食育指導

〈実践例〉桜島中学校

２年生の保健体育科の授業で,「食生活と健康」についての学習をする際,栄養教諭から

健康な生活を送るために,栄養のバランスを考えた食事をとることの大切さについて,その

日の学校給食の栄養摂取量などの資料をもとに話をしました。また,定期健康診断の結

果から算出した一人当たりの推定エネルギー必要量を一人一人に伝え､家庭での食事

や基本的生活習慣が大切であることを説明しました。

保健体育科の教員が栄養素をバランスよくとることが大切であることを伝えた後，栄養教

諭がその日の給食を例に一人当たりの平均栄養摂取量をグラフなどを使って説明しまし

栄養摂取量について左のグラフが標準の量を食べた時，中央がご飯を２人分食べた時,

右が牛乳を飲まなかった時など,具体的な例をあげて,バランスよく食事をすることの大切さを

説明しました。

定期健康診断の結果から算定した基礎代謝量や推定エネルギーなどの一覧表を短冊

状に切り取って一人一人に渡し,適切な食事量について考えてもらいました。



           一般の方   ７人                              合計  30人

先生の講演の中で、「和食」の大切さについて話を伺い、だしの勉強会を伝承講座
として行いました。

生活研究グループ員以外の方にも声掛けをして実施しました。

おいしいだしが出ていれば塩分を抑えられることがわかりました。
煮物や味噌汁の塩分は普段、どれくらいなのか。だしの取り方次第で塩分を

抑えることもでき、おいしい料理を作ることができます。

調理メニュー
 ・ 大豆おこわ  ・ 切干大根の煮物
 ・ お吸い物  ・ 蒸し野菜にかける和風だしのジュレ

実　　施　　時　　期  平成29年６月５日(月)  午前９時～午後１時頃まで

取　　組　　内　　容
場所：伊作地区公民館
対象者：日置市生活研究グループ連絡協議会  吹上支部   23人

　 平成29年度日置市生活研究グループ連絡協議会全員研修会で講師の外山澄子

取 組 の 名 称  かつおだしを使っての伝承講座

【様式１】        ⾷育⽉間の取組
             （6⽉の実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

 鹿児島県

取 組 市 町 村 名  日置市



実　　施　　時　　期 6月1～30日

取　　組　　内　　容 　霧島市食生活改善推進員及びＪＡあいらの協力により、食育イベント等を実施し，
食育月間及び食育の日をＰＲしました。

１　食育月間及び食育の日等の周知
　(1) 霧島市役所庁内放送（６月１２日、１６日、１９日の１１時と１５時）による「６月は
　　　食育月間、毎月１９日は食育の日」及び食育イベントの周知、ＦＭきりしまでの
　　　周知
　(2) ＪＡあいらによるＰＲ協力
　　 ・ＫＫＢ[ＭＯＧＵ ＭＯＧＵ ふぁーむ」（６月３日(土) 9時30分～）において、霧島市の
　　　「食育の日」ＰＲのぼりを掲揚
　　 ・MBCラジオ等のコーナー（６月14日(水) 6時35分～）において、霧島市の食育の
　　　日の取り組み等を告知

２　食育イベントの実施
　(1) 実施日　６月１９日（月）
　(2) 場　 所　Aコープ国分店
  (3) 内　 容
     ・霧島市食生活改善推進員による地元産の旬の野菜を使った郷土菓子「ふくれ菓
　　　子」（限定２００名分）とゴーヤジュースの振る舞い、「６月は食育月間、毎月１９日
　　　は食育の日」をＰＲするチラシや旬の野菜のレシピ配布
　　・JAあいらによる霧島茶の試飲、販売（地産地消の推進）
　　・霧島市による食育の取組等の紹介

【様式１】        ⾷育⽉間の取組
             （6⽉の実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

鹿児島県

取 組 市 町 村 名 霧島市

取 組 の 名 称 ６月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」PR活動
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